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北海道地域防災計画

順調

（防災危機管理対策の推進）
・関係機関・団体と連携をして災害警備訓練を推進することにより災害対処能力を向上
・「国家公安委員会・警察庁防災業務計画」において、日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震に係る措置に関
する事項が追加されたことに伴い災害警備計画、マニュアル等を見直し、災害時の危機管理対策を強化
・災害救助犬の飼育、訓練、運用等の実施により災害対処能力を向上
・災害発生時の道路交通の混乱を軽減するため信号機電源付加装置等を整備
・出動部隊や後方支援職員等のための食料・飲料水を更新整備（５カ年ごと）することにより、災害時の危
機管理対策を強化
・ガス検知器点検修繕など災害対策用資機材を整備することにより、災害時の危機管理対策を強化

（防災危機管理対策の推進）
・北海道防災対策推進計画に基づき、令和４年10月14日に北海道警察災害警備訓練を実施した。
・令和４年12月、警察庁の「国家公安委員会・警察庁防災業務計画」が修正されたことに伴い、警備体制の
基準等について所用の見直しを図り、令和５年４月に北海道警察災害警備計画を制定した。
・災害の発生に備えた災害救助犬に対する各種訓練を実施したほか、災害救助犬による行方不明者の捜索活
動を実施した。（災害を想定した合同警備訓練（暦年）～R2 4件、R3 2件、R4 6件／行方不明者の捜索活動
（暦年）～R2 1件、R3 5件、R4 8件）
・災害発生時の道路交通の混乱を軽減するため信号機電源付加装置等を整備した。
（信号機電源付加装置の整備数（年度）～R2 82箇所、R3 15箇所、R4 15箇所／信号機電源ボックスの整備数
（年度）～R2 16箇所、R3 22箇所、R4 23箇所）
・大規模災害発生時の警察活動に備え、備蓄用の非常用の食料・飲料水を計画的に整備した。
（非常用食料・飲料水の整備数（年度）～R2 食糧11,761食・飲料数531本、R3 食糧675食・飲料数3,720本、
R4 食糧5,732食・飲料水11,837本）
・ガス検知器の整備を実施するほか、災害対策用装備資機材を購入・整備した。
（ガス検知器の整備数（年度）～R2 0個、R3 17個、R4 17個）

475,041千円 278,909千円 364,513千円

近年、自然災害が頻発、激甚化する中、平時の備えと有事の即応に万全を期す体制を構築し、災害等に的確
に対処していく。

（防災危機管理対策の推進）
大規模自然災害に備え、施設・装備資機材等の整備や各種訓練等を推進しているところ、今後も災害等への
対処能力の向上を図るとともに、あらゆる自然災害に対応するため、情勢に応じた計画等の見直しを進めて
いく必要がある。

令和５年度　基本評価調書 警察本部各部

防災危機管理対策の推進 ２１０２

安全・安心な生活の基礎となる防災体制の確立 １（６）Ａ

関連重点
戦略計画等

知事公約、北海道創生総合戦略、北海道強靱化計画

北海道警察ＨＰ（お知らせ･紹介･重点目標_1.お知らせ･紹介･重点目標_お知らせ（広報）>>北斗の安全）
https://www.police.pref.hokkaido.lg.jp/statis/hokuto_anzen/hokuto_anzen.html

北海道警察ＨＰ（災害情報_災害情報や災害に対する心構え_災害対策に取り組む警察活動）
https://www.police.pref.hokkaido.lg.jp/info/keibi/saigai/saigai-3-katudo.html

北海道警察ＨＰ（災害情報_災害情報や災害に対する心構え_災害等危機管理と警察活動）
 https://www.police.pref.hokkaido.lg.jp/info/keibi/saigai/saigai.html



<指標分析>　⇒成果指標は、原則、取組項目ごとに１つ以上、全体で５つ以下とする

維持 回 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標() 達成率 指標判定

目標値 1 回 1 回 1 回 毎年実施

実績値 1 回 1 回 1 回

指標公表時期

R3年度 R4年度 R5年度 最終目標(R7) 達成率 指標判定

目標値

実績値

指標公表時期

R3年度 R4年度 R5年度 最終目標(R7) 達成率 指標判定

目標値

実績値

指標公表時期

R3年度 R4年度 R5年度 最終目標(R7) 達成率 指標判定

目標値

実績値

指標公表時期

R3年度 R4年度 R5年度 最終目標(R7) 達成率 指標判定

目標値

実績値

指標公表時期

北海道警察災害警備訓練の実施回
数（暦年）

100.0% Ａ

令和5年度 基本評価調書

指標名①

【１（６）Ａ_２１０２】防災危機管理対策の推進

北海道防災対策推進計画に基づき、令和４年10月14日に北海道警察災害警備訓練を実施し、災害対処能力の向上を図っ
た。

指標名②

－ －

時期未定 出典（根拠計画等） 北海道強靱化計画

分析（主な取組と成果）

設定理由
大規模自然災害から道民の生命・財産を守り、本道の持続的な成長を実現する観点から、災害対処能力の向
上を図る指標として設定

出典（根拠計画等）

分析（主な取組と成果）

指標名④

－ －

－ －

分析（主な取組と成果）

設定理由

設定理由

出典（根拠計画等）

分析（主な取組と成果）

指標名③

設定理由

設定理由

出典（根拠計画等）

分析（主な取組と成果）

指標名⑤

－ －

出典（根拠計画等）



令和5年度 基本評価調書 【１（６）Ａ_２１０２】防災危機管理対策の推進

<取組分析（連携状況、緊急性・優先性）>

<取組分析（その他の統計数値等）>

b

b

（課題）
　大規模災害発生時の出動部隊及び後方支援職員の警察活動等を支えるため、備蓄用の非常用の食料・飲料水を計画的に
整備する必要がある。

統計数値等① 過年度① 過年度② 最新年度

災害を想定した災害警備訓練回数（暦年） 1,816回（R2年） 1,929回（R3年） 1,746回（R4年）

連携状況

（課題）
・課題である大規模災害発生時における関係機関との連携を強化するため、合同訓練の実施等の取組を一層進めて
行く必要がある。

（取組）
・関係機関と合同による災害警備訓練を実施し、情報収集活動や救出救助活動等の現場対処能力の向上を図るなど、
災害現場における部隊相互の連携を強化した。

緊急性
優先性

（課題）
全国的に頻発・激甚化する災害等の発生を踏まえ、課題である大規模災害への的確な対処をするため、災害対策用装
備資機材等の整備や、管内実態に即した各種訓練等を推進する必要がある。

（取組）
計画的な装備資機材の整備を行うとともに、警察活動用特殊車両等の整備について国費予算の提案・要望を実施（R5
年3月）したほか、平素から災害危険箇所や避難路等の実態把握を行い、その結果を踏まえた上での各種訓練を実施
した。

□ 成果指標で課題への対応を説明済

分析等

（分析等）

（課題）

統計数値等③ 過年度① 過年度② 最新年度

分析等

（分析等）
　非常用の食料・飲料水を計画的に整備・更新し、大規模災害発生時の警察活動に備えた。

非常用備蓄食料・飲料水の整備・更新
（消費期限切れの数量）

0（R2年度） 0（R3年度） 0（R4年度）

分析等

（分析等）
　頻発・激甚化する大規模災害の発生に備え、各種災害の発生を想定した情報収集、集約等の図上訓練、風
水害の発生を想定した救命ボートの操船訓練、土砂災害の発生を想定した救出救助訓練等を実施し、災害対
処能力の維持・向上を図った。（平成29年～令和３年の平均値：1,756回）

統計数値等② 過年度① 過年度② 最新年度

（課題）
　北海道は、台風の上陸や豪雨による土砂災害など、風水害が増加しているほか、多数の活火山を有している。また、日
本海溝・千島海溝沿いの巨大地震の発生が高い確率で予想されるなど、日頃から「災害への備え」が必要である。



令和5年度 基本評価調書 【１（６）Ａ_２１０２】防災危機管理対策の推進

<総合判定>

○

○

ｂ

※ 成果指標の指標判定が「Ｄ」の指標

対応方針番号

①

②

③

<二次政策評価>

二次政策
評価

翌年度に
向けた

対応方針

内容

　大規模な災害の発生に備え、管内における災害危険箇所の再点検を行うとともに、平素から防
災関係機関と連携を密にし、合同による防災訓練を実施するなど、防災危機管理対策の推進を図
る。

Ａ

連 携 状 況

 （　　　－　　　）

指 標 判 定
総 合
判 定

順調緊急性・優先性

その他の統計数値等



施策名 施策コード

うち
一般財源

本庁 出先
機関 人工計
対応
方針
番号

方向性

3802 一般
交通安全施設整備費（北海道強靭化
計画経費）

交通情報の提供設備や信号機電源付加装置などについて、緊
急交通路等における設備の更新を優先するなど、計画的な整備
を推進するための経費

交通規制課 47690 3845 1.0 2.00 3.0 71,210

4701 一般 防災危機管理対策費
大規模災害発生時に警察活動を支えるため最低限必要な食糧
等の備蓄及び泊原子力発電所の警戒警備に要する経費

警備課 21,351 7,149 127.0 13.00 140.0 1,118,951

4901 一般
地域警察費（災害時オペレーションシ
ステム整備費）

ヘリテレシステム機上設備設置及びヘリテレ映像視聴環境の整
備に要する経費

航空隊 406000 0 8.5 0.00 8.5 472,640

0 475,041 10,994 136.5 15.0 151.5計

前年度からの
繰越事業費
（千円）

事業費
（千円）

執行体制
フル
コスト
（千円）

一次政策評価

二次政策評価意見

令和5年度　事務事業評価調書 防災危機管理対策の推進 ２１０２

整理番号 重複施策 経費区分 事務事業名 事務事業概要
課・局
室名


